
Title モデルに不確かさが存在する場合のプロセス制御に関
する研究

Author(s) 陶, 興文

Citation 大阪大学, 1989, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/36463

rights

Note

著者からインターネット公開の許諾が得られていない
ため、論文の要旨のみを公開しています。全文のご利
用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



氏名・(本籍)

学位の種類

学位記番号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題目

論文審査委員

<71 >
とう 乙う ぷん

陶 興 文

工 子A主ι 博 士

第 871 1 τEヨ1 

平成元年 3 月 24 日

基礎工学研究科化学系専攻

学位規則第 5 条第 1 項該当

モデルに不確かさが存在する場合のプロセス
制御に関する研究

(主査)
教授棒田栄一

(副査)
教授須田信英
助教授西谷紘一

教授東稔節治

論文内容の要旨

近年プロセス工業では，プラントの動的な挙動を制御する下位レベルと，最適操業条件を決定する上位

レベノレを含む分散階層型フ。ロセス制御系がよく用いられる。しかし，乙れらの制御系を設計するためのモ

デルに不確かさがあるため，制御性能の低下や最適操業条件への追従性の不良などの問題が生じる。乙れ

らの不確かさに対処できるような制御系が必要となる。

本研究で=はモテソレに不確かさがあっても，制御特性が一定の基準を守る乙との出来る下位レベルの制御

系設計のための方法論と，最適化問題に含まれる不確かさに対処するための階層型最適化制御構造を提案

した。

不確かさをモテソレ中のパラメータの二種類の変動としてとらえる。触媒劣化を件う改質反応プロセスや

LNG気化フ。ロセスのモテソレ化を実例として，考察した。

代表的な各操業条件での不確定パラメータの変動範囲を超矩形で与え，要求されるトレランス領域とす

る。設計仕様を満足する不確定パラメータの変動領域をシステムの固有トレランス領域とする。前者と後

者との包含関係で、ロバスト性を判定する。その判定をロバスト性テストという。

ロバスト性テストと制御器の設計パラメータの再調整を含む固定ゲインフィードパック制御系の設計ア

ルゴリズムを開発した。乙の設計方法を動特性がプロセスの処理量によって変わる反応フ。ロセスと LNG

気化プロセスの制御系設計K適用した結果，その有効性が確認された。

ゲインスケジュリング制御系の制御性能は制御若号パラメータを調整するスケジュノレノレーノレの誤差に敏感

である。乙の欠点を克服するための設計方法を提案した。スケジュルノレーノレの誤差を不確定ノマラメータの

変動としてとらえて その変動領域を伝達関数中のパラメータの空間に写像し，その写像領域をもとに変
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動が許されるべき領域をオルソトープとして決める。乙の領域がシステムの有するトレランス領域に含ま

れるように，スケジュノレルールを設計するアルゴリズムを開発し，触媒劣化を伴う反応器に適用した。

また，上位レベソレの最適化モデル中の不確かなパラメータが極めて速く変動する場合について，階層型

最適化制御構造を提案した。新構造には最適化機構，モデノレ予測制御と下位レベソレ制御系の三つの措層が

ある。最適化機構では不確定パラメータの未来値を何等かのモデルで予測して，最適操業条件の未来値を

必要先まで予測する。モデル予測制御で、は，その予測値を有効に使って現在の出力である下位レベノレ制御

系のセットポイントを決定する。その結果，最適操作条件へ速く追従する乙とができる。触媒劣化を伴う

反応フ。ロセスのオンライン最適化システムへ新構造を応用して有効性を確認した。

論文の審査結果の要旨

プロセスの制御系を設計するためのモデルに不確かさの存在する場合が，とくに化学フ。ロセスでは極め

て多くみられる。本論文は，モテぜルlζ不確かさがあっても制御特性が一定の基準に達しうる制御系を設計

するための方、法について論じたものである。

まず，不確かさをモデル中のパラメータの変化範囲として定量化できる乙とを示している。そして、プ

ロセスの代表的な操業条件下でのパラメータの変化範囲を要求されるトレランス領域とし，設計仕様を満

足するパラメータの範囲をフ。ロセス固有のトレランス領域として，乙れら両トレランス領域の包含関係に

もとづいてロバスト性を判定する方法を提案している。

乙のロバスト性の判定と制御器の設計パラメータの再調整を繰り返す乙とによって固定ゲ、インフィード

パック制御系を設計するアルゴリズムを開発している。また，ゲインスケジュリング制御系の設計におい

て，スケジュノレルールの誤差を不確かなパラメータの変化とみなして，乙の変化範囲を伝達関数中のパラ

メータ空間に写像し，乙れにもとづいて変化が許されるべき領域を決め，乙の領域がフ。ロセス回有のトレ

ランス領域lζ含まれるように，スケジュノレルールを設計するアルゴリズムを開発している。さらに，上位

レベソレの最適化モデノレ中の不確かなノマラメータが極めて速く変動するようなプロセスについて，最適化機

構において不確かなノマラメータの未来値をモテソレによって予測して下位レベ、ルの制御系の設定値を決定す

る階層型最適化制御構造を提案している。

乙のように，本論文はモデルに不確かさが存在するようなプロセスに有効な制御系を設計するための方

法論を提示したもので，化学工学ならびに制御工学の発展に寄与すると乙ろが大であり，工学博士の学位

論文として価値あるものと認められる。
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